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良妻賢母思想の登場と

　日本女性の生活誌

春　田　国　男

The Appearance of“Ryosai-Kenbo” Thought

　　　　andJapanese Women’s Life-style
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　1995年は，日本近代史において特筆されるべ

き年である。もちろんその意義は，太平洋戦争

が終結してちょうど半世紀が経過したという重

要な時間的区切りを意味すると同時に，国内国

外の政治や経済さらには教育・文化といった多

様な局面において，否応のない変化や見直しを

いまや日本社会が迫られている点に，その歴史

的意味は尽きよう。しかしそうした様々な問題

は，実は1945年以降のみに起因するものではな

い。仮にそれらの解決や発展の方向を探る議論

においても，50年のみの時間的幅に拘泥した場

合には，私達はその本質を見誤り，その結果ま

た近視眼的な歴史の見方に捕らわれることで，

再び同じ歴史の過ちを繰り返す恐れが十分に予

測できよう。例えば，現在最も重要な国際外交

の問題である「日本の戦争責任」の検証である。

対中国，対韓国・北朝鮮さらには多くのアジア

諸国に対して持つ日本の戦争責任は，もし私達

が最も誠実に対処しようとするならば，その視

野の中には明治以来の日本の国家政策やアジア

蔑視の思想を明確に検討しそれらを克服する姿

勢こそ，まずなによりも必要となる。

　歴史の基層に眼を向けて，現在生じている問

題の解決をそこから見出そうとする姿勢は，と

りわけ生活史，生活文化史の研究では欠くこと

はできない。なぜならそうしたジャンルこそ，

より多くが無意識の内に成される行為を研究の

対象とするものであり，これまでともすれば，

誤った＜自明の理＞として私達が抱きがちな，

様々な偏見の温床となる危険性を常に有した研

究分野だからである。日本が近代国家として生

まれ変わった明治の文明開化期以後，多様な外

来思想を日本社会は受け入れ，衣食住といった

日々の具体的な営みの場面から，さらには生き

方・価値観の世界にまでその適用を試みた。し

かしながら，それは時に本質を見失い，進歩や

発展からむしろ後退した状況を生み出した。そ

の点をまず第一に指摘しなければならないの

は，日本女性が近代以後に置かれた状況であろ

う。1995年９月号の雑誌「世界」において，作

家米谷ふみ子は,「過去を忘れる者は過ちを繰り

返す」という戦後50年を回顧した論稿の中で，

以下のような印象的な文章をつづった。
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　　今でもその風潮があるが，戦前戦中，女は

　　ばかにされた。女性の眼から見て，いくら

　　矛盾していても文句を言えば，学校や工場

　　で上の者から折檻された。女性は，御辞儀

　　ばかりさせられていた。

　女性の権利の確立が，日本が近代国家となっ

てもいかに困難を極めたかという点は，すでに

前稿（別府大学短期大学部紀要第14号）で指摘

したが，明治初期よりすでに１世紀以上の時間

が経過した現在においても，「今でもその風潮」

と嘆かれるほどに，性別による差別の現実が，

政治や企業あるいは日常生活の数多くの場面に

おいて見られるとおりである。

　しかしその一方では,同じこの1995年,＜夫婦

別姓＞がもはや具体的な法改正のテーマとして

取り上げられ，８月19日の朝日新聞は,裁判所･

弁護士会・研究者・経済団体・個人など国民各

界の賛成が過半数を越えたと報じた複で，その

理由を次の上うに伝えた。その二つの理由は，

まず結婚によって姓を改める者の社会生活上の

不利益を避けることができる点，それに実質的

な男女平等を実現できる点である。しかしそれ

に続く第三の理由として,「国民の価値観は多様

化しており，たとえ多数でなくても別姓を望む

人々にはその道を聞いてあげるべきだ」との賛

成意見がつけ加えられた。この上うな見解こそ

は，私達が今後，成熟した民主社会の実現を願

うならば，最も基本的に身につけなければなら

ない発想であり，第二の理由として挙げられた

男女平等社会の構築もこの思想がまた前提とな

ることは，言うをまたないであろう。

　女性の立場に聞する以上二つの発言が,＜戦

後50年＞というこの節目の時期に同時に登場し

た点は，私達に複雑な思いを抱かせる。それは

一方では日本社会の遅々たる歩みを端的に指摘

したものであり，また一方では平等思想がよう

やくこの日本でも根付いた事実を，明らかに示

している故である。しかしこの上うな思いこそ，

人間が歴史的に存在するかぎり，常に直面する

ためらいの思いであり，同時にまたその上うな

逡巡の念を越えて，私達が歴史を切り間くこと

が要求されているともいえよう。
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　本稿は，前号（別府大学短期大学部紀要第14

号）に引き続いて，近代における日本女性の立

場の移り変わりを検討したものである。新しく

誕生した日本社会は，女性としての模範的な生

き方を国家政策として定め，表彰制度の下にそ

れを唱道した｡＜節婦＞＜貞婦＞がそのキーワ

ードである。しかし時代が明治から大正へと変

わり，日本社会がそれまでの農村型社会から都

市型社会への変貌を遂げようとする中で，女性

たちに要求される理想的なイメージも，また微

妙に変化した。それが以下に述べる＜良妻賢

母＞思想の出現である｡さらにそうした規範が，

それ以前と変化した点は，義務教育の普及・女

性教育の進行とともに，よりソフトなより口当

りのよいイメージで展開されると同時に，新し

く誕生したマスコミがその役割を大きく担った

点であろう。その内でも，ごく一般的な女性層

を読者対象として発行された，「主婦之友」の果

たした役割は，とりわけ大きい。そこでの数々

の記事は，もはや＜節婦＞＜貞婦＞の呪縛の効

果が薄れ始めた都市生活の女性たちを標的に，

新たなモラル・キャンペーンを展開した。しか

しその内容は，日本における女性の社会的地位

を飛躍的に発展させるものではなく，意識無意

識の内に，むしろ精神的に新しい拘束衣をまと

わせるものであったといえよう。

　以下，主として「主婦之友」に登場した記事

を用い，上述のような観点から，大正期をほぽ

中心とした良妻賢母思想の流れを検討してみた

い。

＜第一章＞

「主婦之友」創刊と良妻賢母の内容

　雑誌「主婦之友」の創刊は1917（大正６）年

である。現在にまで続く著名な女性総合誌とし

ては，すでにその前年の大正５年１月に「婦人

公論」が誕生していることから，「主婦之友」が

最初ではない。しかも本格的な婦人雑誌として

は，早くも1885（明治15年）に「女旱雑誌」が

スタート。それ以後は，明治20年「日本之女子」

「貴女之友」，24年「女鑑」，25年「家庭雑誌」，



31年「日本婦人」，34年「女旱世界」，35年「婦

人界」，36年［家庭之友］，38年「婦人画報」，39

年「婦人世界」と，女性読者を対象とした雑誌

が相次いで登場した。しかしこのような女性雑

誌の隆盛は，わずかに「女学雑誌」をのぞいて

は，日本女性の地位の確立・権利の向上に寄与

する方向には必ずしも進むものではなかった。

例えば，自由民権運動の明らかな影響の下に創

刊された「女旱雑誌」においては，次のような

発行趣旨が掲載された。

　　君国現今の婦人を見て日本は尚は開化せし

　　国に非ずと云はれんに，今ま之を言ひとく

　　べき理なきを憾む。君等平生いたく之に慨

　　し且つ君等の母君等の姉君等の妻の何故に

　　かく世に軽ろしめらるべきものなるやを憂

　　ひ，嚢に女学雑誌を発刊して専ら婦女改良

　　の事に勉め，希よ所は欧米の女権と西国従

　　来の女徳とを合せて完全の模範を作り為さ

　　んとするに在りき。

　一方この「女旱雑誌」からおよそ10年後に発

行された「女鑑」には，それとはまったく対照

的に，以下のような，封建期の女性像にまで後

退した女性観が堂々と打ち出された。

　　我国古来より，婦女にして文字を読み，技

　　芸に長ずるもの多きこと，今日の如きは，

　　未だ嘗てあらざる所なるべし。然れども日

　　本女子の特有なる貞操，節烈，優雅，温順

　　の美徳青史に輝き，千歳に芳はしきもの，

　　今果して何れの処にあるか。唯巧言利口，

　　徒に表面を修飾して，才名を衛はんとする

　　の風盛にして，日本女子の美徳は，其の敗

　　類年一年より甚しきを見るあるのみ。己漸

　　く傍訓の新聞紙を読み得れば，家嘔の迂遠

　　を喘ひ,僅に一片の修業の証書を有すれば，

　　其の夫を蔑にす，而して又女権の拡張を唱

　　ふる者の如きに至りては，君人言よ所を知

　　らざるなり。（中略）。女鑑は，貞操節義な

　　る日本女子の特性を啓発し，以て世の良妻

　　賢母たるものを養成するを主旨とす。

　こうした論調は，明治期に発刊された他の多

くの婦人雑誌に共通のものであり，その意図が

前号（紀要１４号）において取り上げた，封建
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時代の「女大学」そのままの,＜婦徳＞の復活に

あったといえよう。

　ところでこのような，依然として女性を社会

的に劣等視し，むしろそうした状況こそが女性

のあるべき姿と強調する見解は，明治期におい

ては，様々な場面で見ることが出来る。例えば

自由民権期に大分県下で発行された「田舎新聞」

には，次のような論説が掲載された。

　　現時西国婦女ノ風俗ヲ視ルニ其衣服菩ョリ

　　化粧ノ具二至ルマデ華美ヲ崇ヒ虚飾ヲ専ト

　　シ質素其蹄ヲ隠シ淡白其趾ヲ絶チ従テ従順

　　ノ徳ヲ失ヒ従テ簾恥ノ行ヲ訣キ淫逸邪曲ノ

　　岐路に陥り家庭ノ教育其ノ宜キヲ得ズ家政

　　治マラズ終ニハ以テ各家々格ノ集合シテ成

　　セル處ノ社合風俗ヲ毀傷スルニ至ル（中略）

　　西国女児ノ気風ヲ視ルニ女子ハ概シテ心裏

　　ノ狭隠ナルニ由ルカ埓夕西国半開化ノ致ス

　　所ナルカ小亭二出入リスルノ女子ノ如キ少

　　シク亭事ノ昂進スルアレハ往々自負ノ心ヲ

　　生シ亭カノ己二如カサル者ハ男子ナルモ長

　　上ナルモ猿リニ之ヲ蔑如シ浬言二云フをと

　　こまさりノ弊風アルハ今日ヲシテ極マレリ

　　　　　　　　　　　　　（明治１２．６．２）

　あるいは先の「女鑑」が発刊されたと同年，

集会及政礼法が審議された国会の場でも，女性

の政社参加・政談会参加に関して以下のような

政府側委長詩涌泉吾の発言が登場する。

　　此ノ婦女政社二加入セシムル，又政談ヲ錫

　　サシムルト云フ所ノ制限モ，まるデ取ツテ

　　除ケテ仕舞ツテアルガ，斯ノ如キコトハ我

　　国ノ歴史，習慣及風俗杯ト云フヤウナ粘力

　　ラモ，少シ考ヘナケレバナラヌコトデアラ

　　ウト思ハレルノデ御坐リマス，デ，婦女ノ

　　如キハ素ョリ内ヲ治ムル所ノモノデ，家庭

　　教育拝ト云フヤウナ事ヲ司ラナケレバナラ

　　ヌ所ノモノデアリマス，デ，其婦女ト云フ

　　モノガ域ハ政社会二加入スル，域ハ政談ヲ

　　モ総ス，斯ウ云フヤウナコトニナリマシタ

　　ナラバ，如何デアリマセウカ，甚ダ此ノ家

　　庭教育ノ上二於テモ妨ガアリマスルシ，又

　　一体我国ノ歴史，慣習，風俗二照ラシマシ

　　テモ，甚タ其ノ宜シキヲ得ヌ次第デアラウ
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　　卜思ヒマス

　（明治２４．３．１　衆議院議事速記録第56号）

　文明開化が叫ばれ，近代社会への脱皮を国策

として採用したかに見えた明浜国家にあって

も，男尊女卑の合唱は以上の通りである。むし

ろ時間が経過し，生活の近代化が眼に見える形

で進めば進むほど,そうした声はより高くなり，

女性を家庭内のみに押しやるための方策が加速

度的に進行した。上述の「田舎新聞」にあって

は，筆者は［世論ハ吾輩ヲ目シ陳腐ノ道徳者流

トナス耶否耶］と結び，女子の進出を嘆きなが

らもそれでもそれが時代の流れであるという認

識の存在を，一方では垣開見せた。しかし，そ

うしたためらいは，わずかに自由民権期に限ら

れた，ごく短い時間内のものでしかない。それ

以後においては，日本女性の社会的進出をむし

ろ明確に否定した，高圧的な議論が次々と登場

した。そしてそのような契機となったのは，皮

肉なことには，日本における女子教育の進展で

あり，女子の就学の機会が飛躍的に増大した点

にあった。明治19年からスタートした義務教育

にあっては，日清戦争前の24年におよそ30％だ

った女子就学率は，戦後の33年には70％に上昇

し，さらに日露戦争後には96％にまで速した。

このように男女平等教育が進むと同時に，女子

の中等・高等教育の要求も当然のごとくに昂ま

り，明治30年前後にはそうした教育環境整備の

法律あるいは教育機関が日本において次々と誕

生した。 28年「高等女学校規程」，32年「高等女

学校令」などがそれである。

　しかしこのように表面上は平等化が実現した

かに見えても，その実質においては，上述の国

会での清洲奎吾の発言のごとく，「婦女ノ如キハ

素ョリ内ヲ治ムル所ノモノ」という女性観が常

に根底に存在し，社会的不平等はかえって固定

化・強化の方向を目指すものであった。明治35

年文部大臣菊池大館は，その訓示の中で，日本

女性は将来的に妻となり母となるのが「当然ノ

　　　　　　　　　lj%･身ノ成行キ」であり，女子教育のなによりの目

的は貞淑・従順・忍耐といった道徳教育を行う

ことにあると述べた。さらにその６年後の，同

じく文部大臣小松原英太郎は次のように発言す
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る。

　　女子ノ教育ハ主トシテ良妻賢母ヲ作ルニ在

　　り忠孝ノ道ヲ弁へ婦道ヲ修メ常識ヲ養成シ

　　家政ヲ料理スルニ適セシムルヲ以テ最要ノ

　　目的トス

　＜婦道＞なるものがまず全ての前提として存

在し，その上に立っての＜常識＞を育成するこ

とが女子教育の目的である。明治期後半から大

正時代にかけてのこのような見解が，それを一

つの言葉として集約させたものが＜良妻賢母＞

なる表現であった。そして，その唱勣者として

の役割を担ったのが，あたかも女性の社会進出

を象徴するかのような，数多くの婦人雑誌の出

現であったといえよう。

　雑誌［主婦之友］が，いかにこのような良妻

賢母の考えを展開したか，あるいはそれが日本

社会の真の発展にどのように関係するものであ

ったかを検証するのが，本橋の意図するところ

である。そこで以下，創刊および創刊直後の掲

載記事を取り上げ,＜良妻賢母主義＞の中身を

検討していくことにする。

　　「主婦之友」創刊は前述のように大正６年３

月である。この先,大正から昭和にいたる時代，

日本における最も大衆的な女性雑誌として多く

の読者を獲得したこの雑誌が，いかなる企図の

下に発行されたかについては，次のようなエピ

ソードが伝えられている。まず，その読者対象

をどのような層にしぽるかの点については，従

来の婦人雑誌のように年齢幅を広く取った一般

女性層とすべきであり，特に家庭に入った日本

女性はろくに雑誌など読まないことから，「主

婦」向けの発行や編集のみにしぼることは極め

て危険だとの反対意見が強く出された。これに

対して,発行者石川武美は次のように反論する。

　すなわち，女性の一生は娘時代よりも結婚後

の時代のほうが圧倒的に長く，またそれだけに

問題も主婦に多い。それに＜主婦＞という雑誌

名にしても，これは＜主人＞という呼び方に対

しての名である。一家は良人である主人だけで

は治まらぬ。妻である主婦がしっかりしなけれ

ばならず，これからの家庭は，主婦の働きが大



いに必要だ。主人という名前と同様，尊敬を持

って主婦という名が呼ばれる時代が来るにちが

いない。

　当時29才の男性であった石川のこのような発

想が，「主婦之友」のその後の成功をもたらした

といってよい｡＜家＞においてほとんど一日の

時間をすごし，夫・子供さらには舅姑の世話を

その重要な生活課題とする無数の日本女性た

ち。義務教育が進み，中等・高等教育のチャン

スがようやく与えられるようになっても，依

然＜家制度＞の拘束に縛られてそのほとんどの

人生の時間を送る彼女らの姿を，石川は「主婦」

という呼称に凝縮させた。現実を見据え，そこ

に潜在する要求を巧みに引き出すと同時に，あ

る一定の方向づけを打ち出す。いつの時代にあ

っても，雑誌ジャーナリズムの成功がそこにあ

るとするなら，「主婦之友」はまずその出発から

隆盛は保証されたといえる｡以後その誌面には，

昭和10年代後半の戦時期を別として，主婦とし

ていかにうまく家庭経営を担うかのテーマが，

二つの柱に分かれて繰り返し登場した。すなわ

ち，家庭の平和をどのように保つかといった精

神面の特集，それと家計のやりくりをいかにう

まく行うかの経済記事の掲載である。と，同時

にそうした記事にあっては，できるかぎり実際

的に，またできるかぎり具体的に，さらにはで

きるかぎり読者参加の誌面の構成が採用される

こと。こうした「主婦之友」の編集方針が，い

かにも親しみやすく身近な印象を読者を与え｡

それがこれまでの高踏的な女性雑誌には縁遠か

った新しい読者層を据り起こすことになった。

のち昭和15年には発行部数810万部という記録

的な数にまで達し,太平洋戦争後においても「結

婚すれば主婦の友」という宣伝標語が広く日本

社会に浸透するなど，その一般性において，他

誌と比較して群を抜く存在となる。

　ではそうした「主婦之友」の特色は，創刊号

誌面においてはどのように具体化されたであろ

うか。次に示すのは大正６年３月第一巻第一号

に登場した記事の概観である。

　　○私の感心した猫逸の主婦気質（山脇玄）

　　○三人の子供を博士とした未亡人の苦心○
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　　夫の意気地なしを歎く妻へ（新渡戸稲道）

　　○何といって夫を呼ぶか（名流婦人方の返

　　答）○表彰された節婦なみ女を訪ふ○どち

　　らが幸仕合せでせう（家庭漫言）○夫から

　　若き妻への註文二十ケ條○講談古今名帰艦

　　○お金を上手に道ふ五つの秘訣（佐治賞然）

　　○十五人家内の主婦としての私の日常（安

　　都こまを）○安價で建てた便利な家（三角

　　錫子）○井様で月収三十三回の新家庭（ゆ

　　き子）○六十五回で六人家内の生活法（と

　　き子）○女子供にも出来る有利な副業（養

　　蜂の利益）○神経痛を根治した経験○子供

　　が出来ぬといはれた私の出産（大井秀子）

　　○必ず療る胃腸病の家庭療法（中村松乃）

　　○手軽な経済料理法（成田良子）○主婦ら

　　しきお化粧法（とみ子）○恰好がよくて経

　　済的な女児用の学校持（きよ子）○お女中

　　の心得（其の一・お掃除の仕方）

　このような記事の他にも，「主婦重育記」，「薪

と炭の経済的使用法」，「知らねばならぬ主婦の

心得」といったページが編集され，目次の最後

には一段と大きくなった活字で，「賞金一百聞

主婦座右の銘を募る」の懸賞募集が広告された。

いずれのページを関こうとも，そこには一家の

主婦としてのあらゆる関心事が盛り込まれ，同

時に問題解決のためのノウハウがごく身近な口

調で語られる。実肝凪功利性の観点からは見

事な編集であり，「あるべき主婦像」のキャンペ

ーンとでもいうべきその内容は，従来の女性雑

誌にはなかった新鮮な魅力を有したものであっ

た。

　こうした「主婦之友」の徹底した現実主義の

姿勢は，とりわけ＜家庭の円満・平和＞の心得

を説いた特集に顕著である。女性は主婦となる

ことによって初めて完成される。そしてその主

婦の幸福はどこまでも家という小宇宙に存在

し，あらゆる努力はすべてその維持に註がれる

べきである。明治から大正と時代が変化し，そ

れまでの農村社会が都市社会へと変貌して人々

の生活スタイルが著しく近代化された当時にお

いても，婦道・婦徳はやはり維持されねばなら

ないとする考えは，様々なバリエーションの下
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に「主婦之友」の誌面に登場した。

　その最も代表的な記事が,「夫の意気地なしを

歎く妻へ」と題された，新渡戸稲造の創刊号の

文章である。内村鑑三らとともに札幌農学校に

学び，生涯において自由と友和，寛容と黙想の

精神を信条としたとされるこの高名な学者は，

　「主婦之友」以外にも「婦人之友」等の多くの

婦人雑誌に寄稿して，日本人家庭の近代化を図

った。しかし，こと「主婦之友」の文を見るか

ぎりにおいては，その近代化の中身は，従来の

　「女大学」の教えとは，さほどへだたるもので

はない。

　まず冒頭の部分は「生活の困難と煩問者の増

加」と見出しがつけられ，その第１行には「世

の中には意気地の無い男子が少くありません」

という，極めて興味を引く言葉が記される。そ

してその上うな夫を持った女性の境遇は実に同

情すべきものであり，この日本ではその上うな

女性が年とともに増加していると述べたあと，

　「一家の幸不幸は一に夫なる者の能不能によっ

て岐れるのであるから，意気地の無い良人をも

った妻が，このことに就で煩悶するのは無理も

ないことでせう」と，夫との間に問題を抱えた

女性読者に対して，いかにもソフトな，同情的

な文章で第一の部分は結ばれた。

　それでは，その上うな不幸な状況にある女性

たちは一体いかなる生き方を選択すべきであろ

うか｡第二の章につけられた見出しは，「一旦嫁

して妻となった上は」である。もちろん「夫の

俯甲斐ないのに愛想をつかして離婚」の方法も

あると，まず最初に新渡戸稲造は指摘する。し

かしその方法は「諦りにあっけない」ものであ

り，採るべきではない。そう書いたあと，彼は

意外にも次の上うな解決策を提唱する。

　　不幸にして悪い親をもったと同じことで，

　　意気地のない夫に嫁しか妻も，廣い世間に

　　自分一人といふのでもないことだから，そ

　　こをよくよく思い諦めて天から興へられた

　　使命であると観念し，意気地のない夫をも

　　奨めはげまして，少しでも意気地の有る人

　　に仕立てあげるやうにつとめてほしいもの

　　であります。かくしてこそ意気地のある妻
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　　としての道も立つべき筈であらうと思いま

　　す。

　たとえ良くない親であり悪い親であったとし

ても,「何とかして仕へて行く」のは当然であり，

たとえそのため女性の生涯が涙で終わろうとも

仕方がない。それを思えば，いかなる夫であろ

うと，我慢こそが妻の採るべき道である。この

新渡戸の提言は，古代律令期以来のく三従の

道＞そのものであり，忍従こそ女性最高の美徳

と詠われた「女大学」の教えと何ひとつ変わり

がなかった。

　しかしその上うな，唯々我慢と諦めの勧めで

は，新しい時代の読者に対しての説得力に欠け

る。恐らくそうした配慮から，次に筆者は二つ

の理由づけを試みる。まず「男には女に分から

ぬ長所があるものだ」という第三の章では，二

つの段落に分かれて説得が試みられる。まず最

初は,妻の夫に対する絶望感などはそれこそ「気

の持ちやう」であり，「何うにも受るもの」であ

って，不幸などというのは自分で自分を追い込

んだ結果である。さらに考えれば，女はとかく

　「男子の長所を見ることが出来なくて短所ばか

りしか見えぬ」ことが多い。そう断定した後に，

新渡戸は以下の上うな見解を展開する。

　　世の中には随分賢い婦人も少くあるまい

　　が，世間から賢い女だと言はれてをるくら

　　いの者でも，賓際の力に於ては平凡な男子

　　にも及ばぬ場合が少くありません。殊にか

　　りそめにも夫として仕よべき人を，意気地

　　なしだの無能者だのと蔑視げるやうな妻

　　は，どちらかといへば少々出来過ぎた女で

　　あるかも知れません。

　それに「女賢うして牛育り損ふ」の言葉通り，

軽率にも離婚などした場合には，その後にその

夫が非常な出世をしたというケースは，世間に

はざらであると彼は結んだ。

　さらに第四の章では「意気地のないのも病気

と思へ」との見出しがつけられ，第一の部分と

同じ，再び諦めの論理が登場する。前章とちが

ってもしも実際に夫が「全くの意気地なし」で

あったとしよう。仮にそうであっても，それは

　「病夫」である。世間には病気の夫に仕える妻



は少なくなく，彼女らは婚家を去ることは決し

てない。

　　同じく不完全な人としては，病気の夫も意

　　気地なしの夫も，共に曼りはないのであり

　　ます。若し病夫に同情すべきものであるな

　　らば意気地の無い夫の境遇や心中にも十分

　　に同情すべき必要がありますまいか。

　そのような女性たちこそが「貞婦」であり，

離婚など試みる女性はわがままとしか言うほか

はない。子供は親の不徳を隠し，妻はその夫に

過ちかおるときはそれを隠すのが「人情の常」

である。それを悩んだり，他人に相談を持ちか

けるなどというのは「いまだ火箭の何物たるか

をも辨へ知らぬもの」であり，「かういふ婦人方

は大に反省して，早くその過ちを改めたがよか

らうと思ふ」と，激しい叱責口調でこの章はま

とめられる。

　が，それでも日本の女性たちにとって救いの

道は無いわけではない汀結婚の方法が間違って

いる」と題された最後の部分において，以上の

ような悩みの原因は，「今日の結婚方法の峡黙」

故に生じたものであると彼は指摘する。すなわ

ち，結婚前に互いに相手の人格，手腕，地位な

どを心得ていたなら，そうした不幸な結婚生活

は生まれない。いまの世間では，「宅の娘は親の

良いといふところならば何處へでも嫁くやうに

教育してあるから，何處でもよいところがあっ

たら世話して貰いたい」などと，「十分に物の道

理の分った人達が，結婚に対して今尚ほかうい

う幼稚な考を持ってをるのに驚かされました」

と筆者は嘆いてみせ，結婚前の周到な検討こそ

必要だと述べ，そしてこの記事の最後を次の言

葉で締めくくった。

　　かういふ軽卒な結婚の行はるる間は，結婚

　　後煩悶したり離婚となる者の多いのは富然

　　といはねばなりません。それで既に結婚し

　　て一家の主婦となった者は，そのままの境
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　　遇のうちに希望と楽みとを見出すやうに工

　　夫し，結婚前の者は結婚に際して慎重に研

　　究して，綿密に考慮して，悔いを未然に防

　　ぐ工夫が最も大切であ｡ります。

　４ページに渡って掲載されたこの新渡戸論文

は，筆者の農学博士・法学博士といウ肩書きと

さらにその著名度を加えれば，「主婦之友」創刊

号のいわば巻頭論文であったといってよい。そ

れは同時に，今後この女性雑誌がどのような特

色を打ち出し，販売のターゲットとした「主婦」

層にいかなる世界観や幸福観をさし示すのか，

その試金石とでもいうべき中心記事であった。

その実際は，以上の通りである。論理の破綻は，

どう好意的に読もうとも明白であり，用いられ

た言葉や表現の数々は「女大学」の域を一歩も

出るものではなく，むしろそれ以上の激しさで，

主婦である女性読者らに＜忍従＞の必要さを唱

道した。わずかに新しさを見るとするなら，冒

頭に置かれた日本社会の夫婦問題の現実指摘

と，結論となった結婚前の慎重な配慮の必要性

の個所であろう。しかし，すべてのページにお

いて語られる，妻たちの＜煩悶＞や＜嘆き＞へ

の処方瀋が,「そのままの境遇のうちに希望と業

みを見出すやうに工夫」すべしという結論であ

ったとするなら，その新しさも，すべてごまか

しの歯の浮いた印象でしかなかった。この時よ

りおよそ７年前の，「（日本の女性たちは）隠さ

れたるわが太陽を今取り戻さねばならぬ］との

平塚雷鳥の呼びかけや，あるいはまた「山の動

く目来る……すべて眠りし女，今ぞ動くなる」

と詠った与謝野晶子の認識とは，この新渡戸稲

造の女性観は180度対極に位置するものであっ

た。そしてそれはまた，後述するように，「主婦

之友」発行者・石川武美の世界観であり家庭観

と完全に一致していた｡「主婦之友」の基本路線，

すなわち何か何でも良妻賢母の主張は，まずこ

の新渡戸論文で打ち出されたといえよう。
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＜第二章＞

　｢主婦之友｣が推奨した良妻賢母20ケ条

　　「主婦之友」創刊の目的が，家庭経営とりわ

け夫と妻との間の平和をいかに保つかのノウハ

ウを，できるかぎり身近な現実的なスタイルで

提供するかにあったことは，すでに前述したと

おりである。その点では，先の新渡戸論文は，

その編集意図を鮮明に表現した記事であった。

しかしながら，それまでの既成の女性雑誌には

見られなかったような，より大衆的な，より実

用的なスタイルという観点からは，とりわけ際

立っていたわけではない。その狙いをあざやか

に具体化し，それと同時に予想以上であったと

推測できるほどの効果と反響を呼んだ記事が，

この創刊号にはまた存在している。それが以下

取り上げる「良人から若き妻への註文二十ケ條」

と題された特集記事である。

　似顔絵で登場する４人の夫たちは，それぞれ

某省の高等官，青年実業家，中学校の先生ある

いは新進の西洋画家である。新婚間もない家庭

から３人の子のある家庭まで様々であり，特に

彼らの年齢の説明がない点は，できるだけ幅広

い「夫」のイメージを編集者が意図したもので

あろう。その４人が，「互に宿六を気取っての気

焔の揚句，おのおの細君に対する註文」を20項

目に分けて提示し，４～５行の解説が項目毎に

記された。その内容においては，「家の内をだら

しなくせぬやうに」とか「出来ることなら毎日

曼つた料理を」といった，ごく控え目な要求も

存在するが，そのほとんどは，夫たる彼らへの，

妻側の一方的な服従を強いるものであったり，

あるいは度を越えた忍従を妻たちに求めるもの

であった。たとえばまず，妻の不満については

次のように語られる。

　　　■愚痴や不平を夫の前で言はぬやうに

　　　　　愚痴や不平を心にもつなといふの

　　　　は，女に対して望まれぬ註文かも知れ

　　　　ぬが，せめて夫の前だけなりとも，こ

　　　　れを口にせぬやうに慎んでほしい。女

　　　　の愚痴っぽいことは誰も知っているか

　　　　ら，それを口にしなくとも男はちゃん

　　　　と心得ている。愚痴ぽい人は，夫はお

　　　　ろか誰からも嫌はれてしまふ。

　が，その一方で「秘密無しで何でも打ち明け

てほしい」と，愚痴や不平に至らない事柄はす

べて夫に打ち明けよといった請求も飛び出し，

そのコメントには,「細君が夫に対して秘密を作

ることは，夫に苦痛を興へると共に，細君自身

の不幸を招くこととなる」といった，半ば脅迫

じみた言葉が付け加えられる。そしてその上う

な事態とならないためにも，妻たる者は以下の

上うに毎日努めねばならない。

　　　・どこまでも夫を信頼してほしい

　　　　　同じ家庭内の者から，うとまれてを

　　　　るといふことは，その人にとつての大

　　　　苦痛である。殊に自分の半身者たる妻

　　　　から，少しでもうとまれてをるといふ

　　　　ことを感じ知ったとき，夫の煩悶他領

　　　　はとても堪へることが出来ぬ。妻の信

　　　　不信は宵に夫の死活である。

　　　・夫の顔色で心の底を唐むやうに

　　　　　好きも嫌ひも，夫の顔色で直ぐ唐め

　　　　るやうにならねば，ほんとの良妻とは

　　　　いへない。心に思つてをることを顔で

　　　　察してくれたほど，夫にとってうれし

　　　　いことはない。お客の顔色が唐めれば

　　　　もう一人前の商人だといぶか，夫の顔

　　　　色を唐む妻となって，はじめて一人前

　　　　の妻といふことが出来やう。

　この注文20ケ条の中には，他にこの種の要求

としては，「呼ばれたときには気持のよい返事

を」，「叱られた時は口返答をせぬやうに」とい

った項目が指摘できよう。

　しかしそれと同時に，良妻であるためには，

女性としての魅力もある程度保たねばならな

い。たとえ「夫の愛を占領した油断から」であ

っても，「少しぐらいはおしやれ」もするべきで

あり，程度の低い小説類はやめて「知識を啓発」

してくれる上うなものを積極的に眼を通すこと

が必要である。が，夫のプライドにかかわる上

うなテーマは決して持ち出してもらいたくはな

い。

　　　■夫の前で新流行の話はやめてほしい
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　　　　　たとひそれが無邪気であつたにし

　　　　ろ，失の前で無暗に流行の話をされる

　　　　と，気の小さい夫は自分の意気地なし

　　　　を攻撃されるやうで，厭やな感じのす

　　　　るものである。細君は流行のどんなも

　　　　のである位は知る必要があるが，それ

　　　　を失態に語る必要はない。

　　　■家計が不如意でもクョクョせぬこと

　　　　　家計の不如意は，失にとつての名塀

　　　　ではない。細君が気を揉むよりも，夫

　　　　の方でどんなにか心配をしてるか知れ

　　　　ぬ。そこを細君にクョクョされると，

　　　　夫の方では気が気でない。細君にクョ

　　　　クョされると，夫の方でき気が滅入つ

　　　　て何にも出来ぬ。

　また,＜賢母＞としての務めも,主婦としては

怠るべきではない註男の耳には子供の泣き聾ほ

ど，いやに神経を昂ぶらせるものはない」ため，

子供を泣かせぬことが必要である。さらには子

供の病気は，「多く母親の不注意」ｶゝら生じるも

のであり，もし子が病気した場合は，「母親の信

用は下落したものと覚悟」しなければならない

であろう。が，かといって子供ばかりの世話に

かかりっきりになっても困る。なぜなら，子が

生まれた途端に,「まるで路傍の人に對するより

もまだ冷朧な素振」を夫に見せる妻がいて，「子

供の生れることはほんに嬉しいことだが，一方

から見ると夫にとつての大打撃」となるからで

ある。

　以上たとえ多少の困難があろうとも妻たる

者･母たる者としての日常の努力項目の数々を，

上述の夫らは,＜気焔の揚句＞に展開した｡そし

てその最後近くには，次の要求が掲げられた。

　　　Ｉ家をあけて出廻ることの無いやうに

　　　　　細君は家に居なければならぬときま

　　　　ったものでもあるまいが，細君が失態

　　　　に家をあけるやうになっては一家の不

　　　　幸である。

　　　　　殊に夫が外からでも婦つたときに，

　　　　　「奥様はまだお蹄りになりません」な

　　　　どと女中からでも聞くことは失にとつ

　　　　ての不快である。
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　｢笑談の一つぐらい｣は常に率先して口にし，

　Fいつも晴れやかな顔｣を見せ，夫が帰宅した

ときには｢直ぐ出迎ひに出る｣。そのように夫の

心を十分に慰めるためにも，妻の外出禁止は必

要だと，この特集は最後に結んだ。

　　「主婦之友」創刊号に掲載された「良人から

若き妻への註文二十ケ條」が，いかに大きな反

響を呼び，創刊されたばかりのこの女性雑誌の

人気記事となったかは，２号以下において次々

と同種の特集が組まれたことでも推測できる。

翌４月号では「妻から良人への註文二十ケ條j，

5月号には「姑から嫁への註文十ハケ條」まで

飛び出した。いずれのスタイルも，最初にコン

パクトな心得を掲げ，その後に具体的な説明を

加えるといった編集である。このような構成が，

いかにも新時代の雑誌にふさわしい，読者にと

っては身近な親しみやすさの印象を与えるもの

であった点は，それ以前の多くの女性雑誌と比

較すればすぐに理解できよう｡一例を上げれば，

明治20年９月に発行された「日本之女学」第二

号は，「妻たるものの務め」と題して，上述の＜

註文二十ケ條＞とほとんど変わりのない内容を

次のように記した。

　　　人の妻たるものは典善良の行為，才能，

　　笑顔及び真心を一家の外に移し表はすべか

　　らず。

　　　妻たるものは典夫の同意と承諾を得ずし

　　て随意に外に出で，昼夜に拘はらず交際上

　　の事に多分の時間を費すべからず。

　　　夫外に在るときは典無事ならんことを心

　　に祈念し，夫典家に帰るを見ては笑顔を以

　　て迎接し能く典心を慰むべし。又常に容儀

　　を脩め衣服は綺麗なる洋布製のものを用よ

　　べし。夫外に出るときは，典夫をして己れ

　　の家を憶ひ速かに帰らしむるやう之を引付

　　くる手段を考へ，居室を綺麗にして之に入

　　らしむべし。

　叙述のスタイルはいかにも教訓調であり，「女

大学」を一歩も出たものではない。それに比し

て「主婦之友」は，記者の取材という場面を設

定し，あたかも他人の家庭を垣間見るごとくの
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気安さを読者に与えた。

　が，それにしても，そうした平易さとはあま

りに不似合いな，内容の保守既には驚かざるを

得ない。登場した夫たちは，先に紹介したよう

に，新時代の日本社会を担う，いわば中堅に位

置する人々であり，＜文明開化＞の教育の下に

人格形成を行ってきた人物たちであった。中に

は海外渡航の経験も数ある＜ハイカラ＞紳士と

いう設定であり，文学を講じる教師あるいは西

洋画家という，比較的自由な職業の持ち主たち

でもあった。その彼らの家庭観･女性観が,＜良

妻賢母＞のただ一点に集中して，対等な男女観

に基づいた夫婦像をわずかでも示しえなかった

ことは，大正デモクラシー下の日本社会の，あ

る種の限界であったとも判断できる。

　ではこうした夫たちの注文に対して，一方妻

たちの側はどのように反応したであろうか。創

刊２号となった大正６年４月号のF主婦之友｣

は，｢今度は『妻から夫への註文』を載せよとの

希望が渾山ございました｣という切り出しで，

同じく４人の若い妻たちの発言を掲載した。以

下，紙数の関係のために，特徴的な各項目の見

出しのみを列記してみる。

　　　(1)外出先を知らして下さい

　　　(2)邸宅の時刻をいって下さい

　　　(3)外出の時刻は前以ってから

　　　(4)食事はどうか賞めて下さい

　　　(7)外では食事をせぬやうに

　　　帥子供の前でお叱り下さるな

　　　㈲朝寝坊をやめて下さい

　　　(諦子供と一緒に遊んで下さい

　　　㈲いつまでも新婚常時の愛を

　いずれの注文も，夫の注文に比較すれば，ほ

んの日常的な，ごくささやかな妻側の願いであ

る｡｢妻たるものは｣といった夫の欲求どおりに，

家庭の小世界でその役割を懸命に果たそうとす

る姿が,すぐさま浮かんでこよう。｢心配事は妻

にも話して下さい｣という第五項目には，次の

ような言葉さえ記される。

　　　良人の心配は妻の心配。心配事のあると

　　きには，一人で心配なさらずに，役にはた

　　つまいが妻にもどうか打ち開けて下さい。
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　　世話にも『下人の智慧も三文』とやら，少

　　しは御用にたつかも知れません。

　せめて子供の前だけでも「馬鹿」「間抜け」と

罵倒しないようにという願い,「殿御は殿御らし

くJ寛大な心で接してもらいたいという注文も，

また同様である。しかしそうした夫婦間の配慮

を越えた，まったく根本的な男女の差別観が，

当時の日本社会に存在したことは，次の願いか

らもうかがえる。

　　　（13）女児を産んでも怒らぬやう

　　　　　続けて二度も女児を産むと，妻の失

　　　　態ででもあるかのやうに怒る良人もあ

　　　　りますが，これがほんとの無理といよ

　　　　ものでございます。このために離縁さ

　　　　れた妻さへある位ですから，特にお願

　　　　い致します。

　前章の新渡戸論文は，結婚して一家の主婦と

なった者は，そのままの境遇のうちに希望と楽

しみを見出すべきと，読者である主婦たちにそ

う説いた。しかし上の言葉には，その＜境遇＞

さへどのようにでも左右された，日本の女性た

ちの悲痛なまでの現実が，大正時代となっても

変わらず存在したことを物語っている。

　　「主婦之友」が唱道した＜良妻賢母＞像の一

端は，以上の通りである。そこに見られる女性

像は，生活スタイルの表面的な革新こそ道んだ

ものの，真の自立とはほど遠い世界で生きざる

を得ない，変わりなく保守的な姿であり，その

賛美であった。創刊号の末尾に掲載された「懸

賞当選・主婦座右の銘」の一等当選の言葉は。

　「忍耐を知らぬ者は不平の絶ゆる時無し」であ

る。これ以後，やがて昭和に至っても，［良人は

良人たらずとも妻は妻たれ廿女性は女性らしく

我を捨てて良人に従え］と，忍従美徳のキャン

ペーンは一層エスカレートしていった。このよ

うな雑誌の姿勢が，軍国主義へと日本社会が傾

斜するにつれて,＜軍国の妻･母＞への唱道と変

化するのは，あとわずかの時間である。昭和12

年12月号は，「主婦之友こそ銃後の本部」という

創始者石川武美の言葉を載せた。その内容がど

のようなものであり，日本の女性たち・妻たち



がまたどのような生き方を強いられていくか，

その検討は次稿としたい。
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